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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によって、複数の近隣基地局についてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
結果情報を取得することと、ここにおいて、前記ＣＣＡ結果情報を取得することは、前記
基地局または前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）の
うちの少なくとも１つによって、前記複数の近接基地局によってＣＣＡクリアランスを取
得することに応答して前記複数の近接基地局から送信されたチャネル使用ビーコン信号（
ＣＵＢＳ）を検出することによって、推定される前記ＣＣＡ結果情報を取得することを備
え、チャネル上で成功したＣＣＡが行われるとすぐに、ＣＵＢＳは、前記チャネル上で送
信される、
　前記基地局によって、前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに
ついての制御シグナリングを生成することと、ここにおいて、前記制御シグナリングは、
前記複数の近隣基地局に起因し得る干渉に適応するために生成され、および、前記ＣＣＡ
結果情報に少なくとも部分的に基づく、
　前記１つまたは複数のＵＥに前記制御シグナリングを送信することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記取得することは、
　前記基地局によって、前記１つまたは複数のＵＥから前記ＣＣＡ結果情報を受信するこ
とと、ここにおいて、前記ＣＣＡ結果情報は、複数の送信フレームにわたる前記１つまた
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は複数のＵＥの測定報告中の前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号の測定推定値から決定さ
れる、
　前記基地局によって、前記複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうち
の前記１つまたは複数から前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出することと、
　のうちの１つまたは複数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基地局によって、複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうちの１
つまたは複数の近隣基地局から検出された干渉に基づいてヒステリシス干渉情報を取得す
ることと、
　前記基地局によって、非同期動作を有する少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記
ヒステリシス干渉情報を、前記複数の基地局のうちの他の近隣基地局から識別することと
、ここにおいて、前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣基地局に
関連する前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ヒステリシス干渉情報を前記取得することは、
　前記基地局によって、前記基地局についての失敗したＣＣＡを検出することと、
　前記基地局によって、前記基地局において経験される前記干渉を測定することと、
　前記測定された干渉に少なくとも部分的に基づいて前記ヒステリシス干渉情報を生成す
ることと、
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のＵＥからＵＥ干渉情報を受信することをさらに含み、
　前記ヒステリシス干渉情報を前記生成することは、前記ＣＣＡ結果情報と前記ＵＥ干渉
情報とのうちの１つまたは複数を使用して前記測定された干渉を重み付けすることを含む
、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ヒステリシス干渉情報を前記取得することは、測定報告の一部として前記１つまた
は複数のＵＥから前記ヒステリシス干渉情報を受信することを含む、請求項３に記載の方
法。
【請求項７】
　前記基地局によって、前記ヒステリシス干渉情報に基づいて前記基地局と前記少なくと
も１つの近隣基地局との間の１つまたは複数のタイミングオフセットを決定することをさ
らに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記１つまたは複数のタイミングオフセットに基づ
いて生成される、
　請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記基地局によって、ＷｉＦｉ送信を有する少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関
連する前記ヒステリシス干渉情報を識別することをさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関連す
る前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、複数の近隣基地局についてのクリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）結果情報を示す送信信号を検出することと、ここにおいて、ＣＣＡ結果情報
を示す前記送信信号は、前記複数の近接基地局によってＣＣＡクリアランスを取得するこ
とに応答して前記複数の近接基地局から送信されたチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ
）を含み、チャネル上で成功したＣＣＡが行われるとすぐに、ＣＵＢＳは、前記チャネル
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上で送信される、
　前記ＵＥによって、ＣＣＡ結果情報を示す前記送信信号に基づいて前記複数の近隣基地
局についてのＣＣＡ結果情報推定値を決定することと、
　前記ＵＥによって、サービング基地局に測定報告を送信することと、ここにおいて、前
記測定報告は前記ＣＣＡ結果情報推定値を含む、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項１０】
　ＣＣＡ結果情報を示す前記送信信号は複数の送信フレームにわたって検出され、
　前記ＣＣＡ結果情報推定値は前記複数の送信フレームにわたって決定される、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記複数の近隣基地局に起因し得る干渉を調整するために生成される前記制御シグナリ
ングは、前記１つまたは複数のＵＥのために、前記ＣＣＡ結果情報に少なくとも部分的に
基づいて、選択される１つまたは複数の変調コーディング方式（ＭＣＳ）を含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＵＥによって、複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局から干渉状態
を検出することと、
　前記干渉状態を、前記複数の近隣基地局からの前記ＵＥにおける干渉に関連するヒステ
リシス干渉情報に処理することと、ここにおいて、前記ヒステリシス干渉情報は前記測定
報告中に含まれる、
　をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであ
って、
　基地局のコンピュータ上で実行されると、複数の近隣基地局についてのクリアチャネル
アセスメント（ＣＣＡ）結果情報を取得することを前記コンピュータに行わせるプログラ
ムコードと、ここにおいて、前記ＣＣＡ結果情報を取得することは、前記基地局または前
記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のうちの少なくと
も１つによって、前記複数の近接基地局によってＣＣＡクリアランスを取得することに応
答して前記複数の近接基地局から送信されたチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を検
出することによって、推定される前記ＣＣＡ結果情報を取得することを備え、チャネル上
で成功したＣＣＡが行われるとすぐに、ＣＵＢＳは、前記チャネル上で送信される、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記基地局によってサービスされる前記１つまた
は複数のＵＥについての制御シグナリングを生成することを前記コンピュータに行わせる
プログラムコードと、ここにおいて、前記制御シグナリングは、前記複数の近隣基地局に
起因し得る干渉に適応するために生成され、および、前記ＣＣＡ結果情報に少なくとも部
分的に基づく、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記１つまたは複数のＵＥに前記制御シグナリン
グを送信することを前記コンピュータに行わせるプログラムコードと、
　を含む、コンピュータプログラム。
【請求項１４】
　前記コンピュータ上で実行されると、取得することを前記コンピュータに行わせる前記
プログラムコードは、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記基地局によって、前記１つまたは複数のＵＥ
から前記ＣＣＡ結果情報を受信することを前記コンピュータに行わせるプログラムコード
と、ここにおいて、前記ＣＣＡ結果情報は、複数の送信フレームにわたる前記１つまたは
複数のＵＥの測定報告中の前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号の測定推定値から決定され
る、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記複数の送信フレームにわたって前記複数の近
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隣基地局のうちの前記１つまたは複数から前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出する
ことを前記コンピュータに行わせるプログラムコードと、
　のうちの１つまたは複数を含む、請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１５】
　前記コンピュータ上で実行されると、複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基
地局のうちの１つまたは複数の近隣基地局から検出された干渉に基づいてヒステリシス干
渉情報を取得することを前記コンピュータに行わせるプログラムコードと、
　前記コンピュータ上で実行されると、非同期動作を有する少なくとも１つの近隣基地局
に関連する前記ヒステリシス干渉情報を、前記複数の基地局のうちの他の近隣基地局から
識別することを前記コンピュータに行わせるプログラムコードと、ここにおいて、前記制
御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記ヒステリシ
ス干渉情報に基づいて生成される、
　をさらに含む、請求項１３に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１６】
　前記コンピュータ上で実行されると、前記ヒステリシス干渉情報を取得することを前記
コンピュータに行わせる前記プログラムコードは、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記基地局についての失敗したＣＣＡを検出する
ことを前記コンピュータに行わせるプログラムコードと、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記基地局において経験される前記干渉を測定す
ることを前記コンピュータに行わせるプログラムコードと、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記測定された干渉に少なくとも部分的に基づい
て前記ヒステリシス干渉情報を生成することを前記コンピュータに行わせるプログラムコ
ードと、
　を含む、請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１７】
　前記コンピュータ上で実行されると、前記１つまたは複数のＵＥからＵＥ干渉情報を受
信することを前記コンピュータに行わせるプログラムコードをさらに含み、
　前記コンピュータ上で実行されると、前記ヒステリシス干渉情報を生成することを前記
コンピュータに行わせる前記プログラムコードは、前記コンピュータ上で実行されると、
前記ＣＣＡ結果情報と前記ＵＥ干渉情報とのうちの１つまたは複数を使用して前記測定さ
れた干渉を重み付けすることを前記コンピュータに行わせるプログラムコードを含む、
　請求項１６に記載のコンピュータプログラム。
【請求項１８】
　前記コンピュータ上で実行されると、前記ヒステリシス干渉情報を取得することを前記
コンピュータに行わせる前記プログラムコードは、前記コンピュータ上で実行されると、
測定報告の一部として前記１つまたは複数のＵＥから前記ヒステリシス干渉情報を受信す
ることを前記コンピュータに行わせるプログラムコードを含む、請求項１５に記載のコン
ピュータプログラム。
【請求項１９】
　前記コンピュータ上で実行されると、前記ヒステリシス干渉情報に基づいて前記基地局
と前記少なくとも１つの近隣基地局との間の１つまたは複数のタイミングオフセットを決
定することを前記コンピュータに行わせるプログラムコードをさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記１つまたは複数のタイミングオフセットに基づ
いて生成される、
　請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２０】
　前記コンピュータ上で実行されると、ＷｉＦｉ送信を有する少なくとも１つの近隣Ｗｉ
Ｆｉ基地局に関連する前記ヒステリシス干渉情報を識別することを前記コンピュータに行
わせるプログラムコードをさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関連す
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る前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　請求項１５に記載のコンピュータプログラム。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置は基地局に備えられ、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリと、
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　複数の近隣基地局についてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）結果情報を取得
することと、ここにおいて、前記ＣＣＡ結果情報を取得することは、前記基地局または前
記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）のうちの少なくと
も１つによって、前記複数の近接基地局によってＣＣＡクリアランスを取得することに応
答して、前記複数の近接基地局から送信されたチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）を
検出することによって、推定される前記ＣＣＡ結果情報を取得することを備え、チャネル
上で成功したＣＣＡが行われるとすぐに、ＣＵＢＳは、前記チャネル上で送信される、
　　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥについての制御シグナ
リングを生成することと、ここにおいて、前記制御シグナリングは、前記複数の近隣基地
局に起因し得る干渉に適応するために生成され、および、前記ＣＣＡ結果情報に少なくと
も部分的に基づく、
　　前記１つまたは複数のＵＥに前記制御シグナリングを送信することと、
　を行うように構成される、装置。
【請求項２２】
　取得するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、
　前記１つまたは複数のＵＥから前記ＣＣＡ結果情報を受信することと、ここにおいて、
前記ＣＣＡ結果情報は、複数の送信フレームにわたる前記１つまたは複数のＵＥの測定報
告中の前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号の測定推定値から決定される、
　前記複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうちの前記１つまたは複数
から前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出することと、
　のうちの１つまたは複数を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうちの１つまたは複数の近隣基
地局から検出された干渉に基づいてヒステリシス干渉情報を取得することと、
　非同期動作を有する少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記ヒステリシス干渉情報
を、前記複数の基地局のうちの他の近隣基地局から識別することと、ここにおいて、前記
制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記ヒステリ
シス干渉情報に基づいて生成される、
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、請求項２１に記載
の装置。
【請求項２４】
　前記ヒステリシス干渉情報を取得するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構
成は、
　前記基地局についての失敗したＣＣＡを検出することと、
　前記基地局において経験される前記干渉を測定することと、
　前記測定された干渉に少なくとも部分的に基づいて前記ヒステリシス干渉情報を生成す
ることと、
　を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成を含む、請求項２３に記載の装置
。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数のＵＥからＵＥ干渉情報を受信するための前記少なくとも１つのプ
ロセッサの構成をさらに含み、
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　前記ヒステリシス干渉情報を生成するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構
成は、前記ＣＣＡ結果情報と前記ＵＥ干渉情報とのうちの１つまたは複数を使用して前記
測定された干渉を重み付けするための構成を含む、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記ヒステリシス干渉情報を取得するための前記少なくとも１つのプロセッサの前記構
成は、測定報告の一部として前記１つまたは複数のＵＥから前記ヒステリシス干渉情報を
受信するための構成を含む、請求項２３に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ヒステリシス干渉情報に基づいて前記基地局と前記少なくとも１つの近隣基地局と
の間の１つまたは複数のタイミングオフセットを決定するための前記少なくとも１つのプ
ロセッサの構成をさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記１つまたは複数のタイミングオフセットに基づ
いて生成される、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２８】
　ＷｉＦｉ送信を有する少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関連する前記ヒステリシ
ス干渉情報を識別するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関連す
る前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　請求項２３に記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、それらの全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年１２
月１３日に出願された「ＣＳＩ　ＦＥＥＤＢＡＣＫ　ＩＮ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡＤＶＡＮ
ＣＥＤ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＷＩＴＨ　ＵＮＬＩＣＥＮＳＥＤ　ＳＰＥＣＴＲＵＭ」と題す
る米国仮特許出願第６１／９１６，００１号、および２０１４年１２月９日に出願された
「ＣＳＩ　ＦＥＥＤＢＡＣＫ　ＩＮ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡＤＶＡＮＣＥＤ　ＳＹＳＴＥＭ
Ｓ　ＷＩＴＨ　ＵＮＬＩＣＥＮＳＥＤ　ＳＰＥＣＴＲＵＭ」と題する米国実用特許出願第
１４／５６５，０６３号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、無認可スペク
トルを含むロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ
－Ａ）通信システムのためのチャネル状態情報（ＣＳＩ：channel state information）
フィードバックプロセスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。通常
、多元接続ネットワークである、そのようなネットワークは、利用可能なネットワークリ
ソースを共有することによって複数のユーザのための通信をサポートする。そのようなネ
ットワークの一例は、ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）であ
る。ＵＴＲＡＮは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標））に
よってサポートされる第３世代（３Ｇ）モバイルフォン技術である、ユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部として定義された無線アクセスネ
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ットワーク（ＲＡＮ）である。多元接続ネットワークフォーマットの例としては、符号分
割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波
数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、
およびシングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートすることができるいくつかの基地局またはノードＢを含み得る。ＵＥは、ダウン
リンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリンク（または順方向リ
ンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆方向リンク）は
ＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信し得、ならびに
／またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。ダウンリンク上
では、基地局からの送信は、隣接基地局からの送信、または他のワイヤレス無線周波数（
ＲＦ）送信機からの送信による干渉に遭遇することがある。アップリンク上では、ＵＥか
らの送信は、隣接基地局と通信する他のＵＥのアップリンク送信からの干渉、または他の
ワイヤレスＲＦ送信機からの干渉に遭遇することがある。この干渉は、ダウンリンクとア
ップリンクの両方で性能を劣化させることがある。
【０００６】
　[0006]モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、干渉お
よび輻輳ネットワークの可能性は、より多くのＵＥが長距離ワイヤレス通信ネットワーク
にアクセスし、より多くの短距離ワイヤレスシステムがコミュニティにおいて展開される
ようになるとともに増大する。モバイルブロードバンドアクセスに対する増大する需要を
満たすためだけでなく、モバイル通信でのユーザエクスペリエンスを進化および向上させ
るためにもＵＭＴＳ技術を進化させる研究および開発が続けられている。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、基地局によって、複数の近隣基
地局についてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）結果
情報を取得することと、基地局によって、基地局によってサービスされる１つまたは複数
のＵＥについての制御シグナリングを生成すること、ここにおいて、制御シグナリングは
ＣＣＡ結果情報に少なくとも部分的に基づき、と、１つまたは複数のＵＥに制御シグナリ
ングを送信することとを含む。
【０００８】
　[0008]本開示の追加の態様では、ＵＥによって、複数の近隣基地局についてのＣＣＡ結
果情報を示す送信信号を検出することと、ＵＥによって、ＣＣＡ結果情報を示す送信信号
に基づいて複数の近隣基地局についてのＣＣＡ結果情報推定値を決定することと、ＵＥに
よって、サービング基地局に測定報告を送信すること、ここにおいて、測定報告はＣＣＡ
結果情報推定値を含み、と、を含むワイヤレス通信の方法。
【０００９】
　[0009]本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、基地局に
よって、複数の近隣基地局についてのＣＣＡ結果情報を取得するための手段と、基地局に
よって、基地局によってサービスされる１つまたは複数のＵＥについての制御シグナリン
グを生成するための手段、ここにおいて、制御シグナリングはＣＣＡ結果情報に少なくと
も部分的に基づき、と、１つまたは複数のＵＥに制御シグナリングを送信するための手段
とを含む。
【００１０】
　[0010]本開示の追加の態様では、ＵＥによって、複数の近隣基地局についてのＣＣＡ結
果情報を示す送信信号を検出するための手段と、ＵＥによって、ＣＣＡ結果情報を示す送
信信号に基づいて複数の近隣基地局についてのＣＣＡ結果情報推定値を決定するための手
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段と、ＵＥによって、サービング基地局に測定報告を送信するための手段、ここにおいて
、測定報告はＣＣＡ結果情報推定値を含む、とを含むワイヤレス通信のために構成された
装置。
【００１１】
　[0011]本開示の追加の態様では、コンピュータプログラム製品は、プログラムコードを
記録したコンピュータ可読媒体を有する。このプログラムコードは、基地局によって、複
数の近隣基地局についてのＣＣＡ結果情報を取得するためのコードと、基地局によって、
基地局によってサービスされる１つまたは複数のＵＥについての制御シグナリングを生成
するためのコード、ここにおいて、制御シグナリングはＣＣＡ結果情報に少なくとも部分
的に基づく、と、１つまたは複数のＵＥに制御シグナリングを送信するためのコードとを
含む。
【００１２】
　[0012]本開示の追加の態様では、コンピュータプログラム製品は、プログラムコードを
記録したコンピュータ可読媒体を有する。このプログラムコードは、ＵＥによって、複数
の近隣基地局についてのＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出するためのコードと、ＵＥ
によって、ＣＣＡ結果情報を示す送信信号に基づいて複数の近隣基地局についてのＣＣＡ
結果情報推定値を決定するためのコードと、ＵＥによって、サービング基地局に測定報告
を送信するためのコード、ここにおいて、測定報告がＣＣＡ結果情報推定値を含む、とを
含む。
【００１３】
　[0013]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、基地局によって、複数の近隣基地局につい
てのＣＣＡ結果情報を取得することと、基地局によって、基地局によってサービスされる
１つまたは複数のＵＥについての制御シグナリングを生成すること、ここにおいて、制御
シグナリングがＣＣＡ結果情報に少なくとも部分的に基づく、と、１つまたは複数のＵＥ
に制御シグナリングを送信することとを行うように構成される。
【００１４】
　[0014]本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッサ
に結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ＵＥによって、複数の近隣基地局について
のＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出することと、ＵＥによって、ＣＣＡ結果情報を示
す送信信号に基づいて複数の近隣基地局についてのＣＣＡ結果情報推定値を決定すること
と、ＵＥによって、サービング基地局に測定報告を送信すること、ここにおいて、測定報
告がＣＣＡ結果情報推定値を含む、とを行うように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２Ａ】様々な実施形態による、無認可スペクトルにおいてＬＴＥを使用するための展
開シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】様々な実施形態による、無認可スペクトルにおいてＬＴＥを使用するための展
開シナリオの別の例を示す図。
【図３】様々な実施形態による、認可スペクトルおよび無認可スペクトル中で同時にＬＴ
Ｅを使用するときのキャリアアグリゲーションの一例を示す図。
【図４】本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を示すブロ
ック図。
【図５Ａ】本開示の態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機能ブロッ
ク図。
【図５Ｂ】本開示の態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機能ブロッ
ク図。
【図６Ａ】本開示の態様を示すネットワークシナリオを示すブロック図。
【図６Ｂ】本開示の態様を示すネットワークシナリオを示すブロック図。
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【図６Ｃ】本開示の態様を示すネットワークシナリオを示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0022]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な構成を説明するもので
あり、本開示の範囲を限定するものではない。むしろ、この詳細な説明は、本発明の主題
の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。これらの具体的な詳細は、あらゆる場
合において必要とされるとは限らないこと、および場合によっては、よく知られている構
造および構成要素は、提示の明快さのためにブロック図の形式で示されることが、当業者
には明らかであろう。
【００１７】
　[0023]事業者（オペレータoperators）は、セルラーネットワークにおいて常に増大す
る混雑のレベルを緩和するために無認可スペクトルを使用するための主なメカニズムとし
て、これまでＷｉＦｉ（登録商標）に注目してきた。しかしながら、無認可スペクトルを
含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに基づくニューキャリアタイプ（ＮＣＴ）は、キャリア階層のＷ
ｉＦｉと互換性があり得、それにより、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは
ＷｉＦｉの代替になる。無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ＬＴＥの概念
を活用し得、無認可スペクトルにおいて効率的な運用をもたらし規制上の要件を満たすた
めに、ネットワークまたはネットワークデバイスの物理レイヤ（ＰＨＹ）およびメディア
アクセス制御（ＭＡＣ）の態様にいくつかの修正を加え得る。無認可スペクトルは、たと
えば、６００メガヘルツ（ＭＨｚ）から６ギガヘルツ（ＧＨｚ）までわたり得る。いくつ
かのシナリオでは、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ＷｉＦｉよりも著
しく良好に働き得る。たとえば、すべてのＷｉＦｉ展開と比較して、（単一または複数の
事業者のための）無認可スペクトルを用いたすべてのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ展開、または高
密度な小さいセルの展開が存在する場合、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
はＷｉＦｉよりも著しく良好に働き得る。無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
は、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが（単一または複数の事業者のために
）ＷｉＦｉと混合されるときなど、他のシナリオにおいてＷｉＦｉよりも良好に働き得る
。
【００１８】
　[0024]単一のサービスプロバイダ（ＳＰ）にとって、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａネットワークは、認可スペクトル上でＬＴＥネットワークと同期しているよ
うに構成され得る。しかしながら、複数のＳＰによって所与のチャネル上で展開される無
認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、複数のＳＰにわたって同期
しているように構成され得る。上記の特徴の両方を組み込むための１つの手法は、所与の
ＳＰのために、無認可スペクトルを用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークと、無認可
スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークとの間で、一定のタイミングオフセ
ットを使用することを伴い得る。無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークは、ＳＰの必要性に従ってユニキャストおよび／またはマルチキャストサービスを提
供し得る。その上、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＬＴ
Ｅセルが、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセルのためにアンカーとして働
き、関連するセル情報（たとえば、無線フレームタイミング、共通チャネル構成、システ
ムフレーム番号またはＳＦＮなど）を与える、ブートストラップモードで動作し得る。こ
のモードでは、無認可スペクトルを用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと無認可スペクトルを用
いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとの間に、密接な相互作用が存在し得る。たとえば、ブートスト
ラップモードは、上記で説明した補助ダウンリンクモードとキャリアアグリゲーションモ
ードとをサポートし得る。無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークの
ＰＨＹ－ＭＡＣレイヤは、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークが
、無認可スペクトルを用いないＬＴＥネットワークとは無関係に動作する、スタンドアロ
ンモードで動作し得る。この場合、たとえば、コロケートされた、無認可スペクトルを用
いた／用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａセルを用いたＲＬＣレベルのアグリゲーション、ある



(10) JP 6636428 B2 2020.1.29

10

20

30

40

50

いは複数のセルおよび／または基地局にわたるマルチフローに基づいて、無認可スペクト
ルを用いないＬＴＥと無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとの間に緩い相互作
用が存在し得る。
【００１９】
　[0025]本明細書で説明する技法は、ＬＴＥに限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭ
Ａ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信シス
テムにも使用され得る。「システム」と「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的
に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセ
ス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、Ｉ
Ｓ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは
、通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６
）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）など
と呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））と、ＣＤＭＡの他
の変形形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ
（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ
－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一
部である。ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用する
ＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ
－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称す
る団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パー
トナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に記載されている
。本明細書で説明する技法は、上記のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムお
よび無線技術に使用され得る。ただし、以下の説明では、例としてＬＴＥシステムについ
て説明し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法は、ＬＴＥ適
用例以外に適用可能である。
【００２０】
　[0026]したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載され
た範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から
逸脱することなく、論じられる要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な
実施形態は、適宜に様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加し得る。たとえ
ば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実施され得、様々なステップが追加
、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明する特徴は
、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２１】
　[0027]最初に図１を参照すると、図はワイヤレス通信システムまたはネットワーク１０
０の一例を示している。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デバイ
ス１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコ
アネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示
せず）の制御下で通信デバイス１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホールリン
ク１３２を介して制御情報および／またはユーザデータをコアネットワーク１３０と通信
し得る。実施形態では、基地局１０５は、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクであり
得るバックホールリンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いに通信
し得る。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサ
ポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信す
ることができる。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従
って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送
られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、デ
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ータなどを搬送し得る。
【００２２】
　[0028]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的エリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トランシーバ
局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ）
、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、
ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局のため
のカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタ（図示せ
ず）に分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５（たとえば、マク
ロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。異なる技術につい
て重複するカバレージエリアがあり得る。
【００２３】
　[0029]いくつかの実施形態では、システム１００は、１つまたは複数の無認可スペクト
ル動作モードまたは展開シナリオをサポートするＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークである
。他の実施形態では、システム１００は、無認可スペクトルと、無認可スペクトルを用い
たＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なる接続技術とを使用して、または認可スペクトルと、ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａとは異なる接続技術とを使用して、ワイヤレス通信をサポートし得る。そ
れぞれ基地局１０５およびデバイス１１５について説明するために、発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）という用語が概して使用され得る。システム１００は、
異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、無認可スペクトルを用
いたまたは用いない異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮ
Ｂ１０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに
通信カバレージを与え得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセル
などのスモールセルは、低電力ノードすなわちＬＰＮを含み得る。マクロセルは、概して
、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワー
クプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコ
セルは、概して、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロ
バイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェ
ムトセルは、概して、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることに
なり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加
入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きア
クセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがあ
る。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルの
ためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１
つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００２４】
　[0030]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホールリンク１３２を介して（
たとえば、コアネットワーク１３０を通して）、直接的または間接的に、互いに通信し得
る。システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、ｅ
ＮＢは同様のフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有し得、異な
るｅＮＢからの送信は時間的にほぼ整合され（aligned）得る。非同期動作の場合、ｅＮ
Ｂは異なるフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有し得、異なる
ｅＮＢからの送信は時間的に整合されない場合がある。本明細書で説明する技法は、同期
動作または非同期動作のいずれにも使用され得る。
【００２５】
　[0031]ＵＥ１１５はシステム１００全体にわたって分散され、各ＵＥは固定またはモバ
イルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニ
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ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、ア
クセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ば
れることがある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス
モデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラ
ップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局な
どであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信
することが可能であり得る。
【００２６】
　[0032]システム１００中に示された通信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５から
基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からモバイル
デバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リ
ンク送信と呼ばれることもあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれる
こともある。ダウンリンク送信は、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ）、無認可スペク
トル（たとえば、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）、または両方（たとえ
ば、無認可スペクトルを用いた／用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）を使用して行われ得る。
同様に、アップリンク送信は、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ）、無認可スペクトル
（たとえば、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）、または両方（無認可スペ
クトルを用いた／用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）を使用して行われ得る。
【００２７】
　[0033]システム１００のいくつかの実施形態では、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａのための様々な展開シナリオは、認可スペクトル中のＬＴＥダウンリンク容量
が無認可スペクトルにオフロードされ得る補助ダウンリンク（ＳＤＬ）モードと、ＬＴＥ
ダウンリンク容量とＬＴＥアップリンク容量の両方が認可スペクトルから無認可スペクト
ルにオフロードされ得るキャリアアグリゲーションモードと、基地局（たとえば、ｅＮＢ
）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンク通信およびＬＴＥアップリンク通信が無認可スペク
トル中で行われ得るスタンドアロンモードとを含んでサポートされ得る。基地局１０５な
らびにＵＥ１１５は、これらまたは同様の動作モードのうちの１つまたは複数をサポート
し得る。無認可スペクトル中でのＬＴＥダウンリンク送信のために通信リンク１２５中で
ＯＦＤＭＡ通信信号が使用され得、一方、無認可スペクトル中でのＬＴＥアップリンク送
信のために通信リンク１２５中でＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号が使用され得る。システム１０
０などのシステムにおける、無認可スペクトルの展開シナリオまたは動作モードを用いた
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの実装形態に関するさらなる詳細、ならびに無認可スペクトルを用い
たＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの動作に関係する他の特徴および機能を、図２Ａ～図６Ｃを参照し
ながら以下に与える。
【００２８】
　[0034]次に図２Ａを参照すると、図２００は、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－ＡをサポートするＬＴＥネットワークのための補助ダウンリンクモードとキャリアア
グリゲーションモードとの例を示す。図２００は、図１のシステム１００の部分の一例で
あり得る。その上、基地局１０５－ａは図１の基地局１０５の一例であり得、ＵＥ１１５
－ａは図１のＵＥ１１５の例であり得る。
【００２９】
　[0035]図２００における補助ダウンリンクモードの例では、基地局１０５－ａは、ダウ
ンリンク２０５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得る。ダウンリ
ンク２０５は、無認可スペクトル中の周波数Ｆ１に関連付けられる。基地局１０５－ａは
、双方向リンク２１０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、
双方向リンク２１０を使用してそのＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し
得る。双方向リンク２１０は、認可スペクトル中の周波数Ｆ４に関連付けられる。無認可
スペクトル中のダウンリンク２０５、および認可スペクトル中の双方向リンク２１０は、
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同時に動作し得る。ダウンリンク２０５は、基地局１０５－ａにダウンリンク容量オフロ
ードを与え得る。いくつかの実施形態では、ダウンリンク２０５は、（たとえば、１つの
ＵＥに宛てられた）ユニキャストサービスのサービスのために、または（たとえば、いく
つかのＵＥに宛てられた）マルチキャストサービスのために使用され得る。このシナリオ
は、認可スペクトルを使用しトラフィックおよび／またはシグナリング輻輳の一部を緩和
する必要があるどんなサービスプロバイダ（たとえば、従来のモバイルネットワーク事業
者すなわちＭＮＯ）でも起こり得る。
【００３０】
　[0036]図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの一例では、基地局１０５－
ａは、双方向リンク２１５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、
双方向リンク２１５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し
得る。双方向リンク２１５は、無認可スペクトル中の周波数Ｆ１に関連付けられる。基地
局１０５－ａはまた、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通
信信号を送信し得、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭ
Ａ通信信号を受信し得る。双方向リンク２２０は、認可スペクトル中の周波数Ｆ２に関連
付けられる。双方向リンク２１５は、基地局１０５－ａにダウンリンクおよびアップリン
ク容量オフロードを与え得る。上記で説明した補助ダウンリンクと同様に、このシナリオ
は、認可スペクトルを使用しトラフィックおよび／またはシグナリング輻輳の一部を緩和
する必要があるどんなサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）でも起こり得る。
【００３１】
　[0037]図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局１０５
－ａは、双方向リンク２２５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得
、双方向リンク２２５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信
し得る。双方向リンク２２５は、無認可スペクトル中の周波数Ｆ３に関連付けられる。基
地局１０５－ａはまた、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ
通信信号を送信し得、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤ
ＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２３０は、認可スペクトル中の周波数Ｆ２に関
連付けられる。双方向リンク２２５は、基地局１０５－ａにダウンリンクおよびアップリ
ンク容量オフロードを与え得る。この例および上記に与えた例は説明の目的で提示された
ものであり、容量オフロードのために無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと無
認可スペクトルを用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとを組み合わせる他の同様の動作モードま
たは展開シナリオがあり得る。
【００３２】
　[0038]上記で説明したように、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用す
ることによって提供される容量オフロードから利益を得ることができる典型的なサービス
プロバイダは、ＬＴＥスペクトルを用いた従来のＭＮＯである。これらのサービスプロバ
イダでは、動作構成は、認可スペクトル上でＬＴＥ１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ
）を使用し無認可スペクトル上でＬＴＥ２次コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）を使用す
るブートストラップモード（たとえば、補助ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）
を含み得る。
【００３３】
　[0039]補助ダウンリンクモードでは、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの
ための制御は、ＬＴＥアップリンク（たとえば、双方向リンク２１０のアップリンク部分
）を介してトランスポートされ得る。ダウンリンク容量オフロードを与える理由の１つは
、データ需要がダウンリンク消費によって大きく動かされるからである。その上、このモ
ードでは、ＵＥは無認可スペクトル中で送信していないので、規制上の影響がないことが
ある。ＵＥ上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-talk）またはキャリア
検知多重アクセス（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access）要件を実装する必要は
ない。ただし、ＬＢＴは、たとえば、周期的な（たとえば、１０ミリ秒ごとの）クリアチ
ャネルアセスメント（ＣＣＡ）および／または無線フレーム境界に整合されたグラブアン
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ドリリンキッシュ（grab-and-relinquish）機構を使用することによって基地局（たとえ
ば、ｅＮＢ）上で実装され得る。
【００３４】
　[0040]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御がＬＴＥ（たとえば、
双方向リンク２１０、２２０、および２３０）で通信され得、データが、無認可スペクト
ルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ（たとえば、双方向リンク２１５および２２５）で通信さ
れ得る。無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用するときにサポートされる
キャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－
ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポーネントキャリアにわたって異なる対
称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションの下に入り得る。
【００３５】
　[0041]図２Ｂは、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのためのスタンドアロ
ンモードの一例を示す図２００－ａを示す。図２００－ａは、図１のシステム１００の部
分の一例であり得る。その上、基地局１０５－ｂは図１の基地局１０５と図２Ａの基地局
１０５－ａとの一例であり得、ＵＥ１１５－ｂは図１のＵＥ１１５と図２ＡのＵＥ１１５
－ａとの一例であり得る。
【００３６】
　[0042]図２００－ａにおけるスタンドアロンモードの例では、基地局１０５－ｂは、双
方向リンク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、双方向リ
ンク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向
リンク２４０は、図２Ａを参照しながら上記で説明した無認可スペクトル中の周波数Ｆ３
に関連付けられる。スタンドアロンモードは、スタジアム中アクセス（たとえば、ユニキ
ャスト、マルチキャスト）など、非従来型ワイヤレスアクセスシナリオにおいて使用され
得る。この動作モードの典型的なサービスプロバイダは、認可スペクトルを有しないスタ
ジアムオーナー、ケーブル会社、イベントホスト、ホテル、企業、および大会社であり得
る。これらのサービスプロバイダのために、スタンドアロンモードのための動作構成は無
認可スペクトル上でＰＣＣを使用し得る。その上、ＬＢＴが基地局とＵＥの両方の上に実
装され得る。
【００３７】
　[0043]次に図３を参照すると、図３００は、様々な実施形態による、認可スペクトルお
よび無認可スペクトル中で同時にＬＴＥを使用するときのキャリアアグリゲーションの一
例を示す。図３００のキャリアアグリゲーション方式は、図２Ａを参照しながら上記で説
明したハイブリッドＦＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに対応し得る。このタイプ
のキャリアアグリゲーションは、図１のシステム１００の少なくとも部分において使用さ
れ得る。その上、このタイプのキャリアアグリゲーションは、それぞれ図１および図２Ａ
の基地局１０５および１０５－ａにおいて、ならびに／またはそれぞれ図１および図２Ａ
のＵＥ１１５および１１５－ａにおいて使用され得る。
【００３８】
　[0044]この例では、ダウンリンクにおけるＬＴＥに関してＦＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）が
実施され得、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに関して第１のＴＤＤ（ＴＤ
Ｄ１）が実施され得、認可スペクトルを用いたＬＴＥに関して第２のＴＤＤ（ＴＤＤ２）
が実施され得、認可スペクトルを用いたアップリンクにおけるＬＴＥに関して別のＦＤＤ
（ＦＤＤ－ＬＴＥ）が実施され得る。ＴＤＤ１は６：４のＤＬ：ＵＬ比を生じるが、ＴＤ
Ｄ２の比は７：３である。時間スケール上で、異なる実効ＤＬ：ＵＬ比は、３：１、１：
３、２：２、３：１、２：２、および３：１である。この例は説明の目的で提示されたも
のであり、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの動作と無認可スペクトルを用
いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの動作とを組み合わせる他のキャリアアグリゲーション方式が
あり得る。
【００３９】
　[0045]図４は、図１の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１０５と
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、図１のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１１５との設計のブロック図を示す。ｅＮＢ１
０５はアンテナ４３４ａ～４３４ｔを装備し得、ＵＥ１１５はアンテナ４５２ａ～４５２
ｒを装備し得る。ｅＮＢ１０５において、送信プロセッサ４２０は、データソース４１２
からデータを受信し、コントローラ／プロセッサ４４０から制御情報を受信し得る。制御
情報は、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、物理制御フォーマットインジケー
タチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）、物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル（Ｐ
ＨＩＣＨ）、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）などのためのものであり得る
。データは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）などのためのものであり得る。
送信プロセッサ４２０は、データと制御情報とを処理（たとえば、符号化およびシンボル
マッピング）して、それぞれデータシンボルと制御シンボルとを取得し得る。送信プロセ
ッサ４２０はまた、たとえば、１次同期信号（ＰＳＳ）、２次同期信号（ＳＳＳ）、およ
びセル固有基準信号のために、基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（
ＭＩＭＯ）プロセッサ４３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、およ
び／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実施し得、
出力シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）４３２ａ～４３２ｔに与え得る。各変調器４
３２は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理
して、出力サンプルストリームを取得し得る。各変調器４３２は、出力サンプルストリー
ムをさらに処理（たとえば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処理、およびアップコン
バート）して、ダウンリンク信号を取得し得る。変調器４３２ａ～４３２ｔからのダウン
リンク信号は、それぞれアンテナ４３４ａ～４３４ｔを介して送信され得る。
【００４０】
　[0046]ＵＥ１１５において、アンテナ４５２ａ～４５２ｒは、ｅＮＢ１０５からダウン
リンク信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）４５４ａ～４５４ｒに
与え得る。各復調器４５４は、それぞれの受信信号を調整（たとえば、フィルタ処理、増
幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）して、入力サンプルを取得し得る。各復調器
４５４は、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）入力サンプルをさらに処理して、受信シ
ンボルを取得し得る。ＭＩＭＯ検出器４５６は、すべての復調器４５４ａ～４５４ｒから
受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭＯ検出を実施し、
検出シンボルを与え得る。受信プロセッサ４５８は、検出シンボルを処理（たとえば、復
調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１１５のための復号されたデータをデータ
シンク４６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ４８０に与え得る
。
【００４１】
　[0047]アップリンク上では、ＵＥ１１５において、送信プロセッサ４６４は、データソ
ース４６２から（たとえば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）のための）デ
ータを受信し、処理し得、コントローラ／プロセッサ４８０から（たとえば、物理アップ
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のための）制御情報を受信し、処理し得る。送信プロ
セッサ４６４はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ４６
４からのシンボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６によってプリコ
ードされ、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）復調器４５４ａ～４５４ｒによって
さらに処理され、ｅＮＢ１０５に送信され得る。ｅＮＢ１０５において、ＵＥ１１５から
のアップリンク信号は、アンテナ４３４によって受信され、復調器４３２によって処理さ
れ、適用可能な場合はＭＩＭＯ検出器４３６によって検出され、受信プロセッサ４３８に
よってさらに処理されて、ＵＥ１１５によって送られた復号されたデータおよび制御情報
が取得され得る。プロセッサ４３８は、復号されたデータをデータシンク４３９に与え、
復号された制御情報をコントローラ／プロセッサ４４０に与え得る。
【００４２】
　[0048]コントローラ／プロセッサ４４０および４８０は、それぞれｅＮＢ１０５におけ
る動作およびＵＥ１１５における動作を指示し得る。ｅＮＢ１０５におけるコントローラ
／プロセッサ４４０ならびに／または他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説
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明する技法のための様々なプロセスを実施するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１
１５におけるコントローラ／プロセッサ４８０ならびに／または他のプロセッサおよびモ
ジュールはまた、図５Ａおよび図５Ｂに示された機能ブロック、および／または本明細書
で説明する技法のための他のプロセスを実施するか、またはその実行を指示し得る。メモ
リ４４２および４８２は、それぞれｅＮＢ１０５およびＵＥ１１５のためのデータおよび
プログラムコードを記憶し得る。スケジューラ４４４は、ダウンリンク上および／または
アップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジュールし得る。
【００４３】
　[0049]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを無認可スペクトルに拡張する際に、ＬＢＴ要件などの様々
な追加の制約が、無認可スペクトル上の非保証型送信という結果になる。そのような制約
がある場合、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、概して、ＣＳ
Ｉフィードバックについての、および高速フィードバック動作における考察が行われ得る
。そのようなシステムでは、チャネル情報または干渉情報が高速フィードバックにとって
より望ましいかどうかに関する疑問が生じ得る。
【００４４】
　[0050]現在のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、ＣＳＩフィードバックは雑音推定のた
めの参照サブフレームに基づき得、これにおいて、参照サブフレームは式ｎ－Ｍに従って
識別され、ここで、ｎは現在のサブフレームを表し、Ｍは、参照サブフレームが位置する
現在のサブフレームより前のサブフレームの数を表す。たとえば、典型的なＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａシステムでは、Ｍ＝４つまたは５つのサブフレームである。また、チャネル状態Ｃ
ＳＩフィードバックのためのチャネル推定値は、現在のシステムでは制約なしチャネル測
定値を用いて決定され得る。
【００４５】
　[0051]ＵＥにおいてＣＳＩフィードバックを計算するために、ＣＳＩフィードバックブ
ロックは、チャネル推定値および雑音推定値という２つの入力を受信する。送信モード３
または４（ＴＭ３／ＴＭ４）などにおける高速ＣＳＩフィードバックでは、周期的あるい
は広帯域制約におけるＣＳＩ報告は、ハードウェア実装形態において生成されるときは約
２０μｓのオーバーヘッドで生成されるか、またはソフトウェア実装形態を使用して生成
されるときは３０μｓのオーバーヘッドで生成され得る。
【００４６】
　[0052]述べたように、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムは、チャ
ネル状態と干渉状態の両方についていくつかの新しい考慮事項をもたらす。無認可スペク
トルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムは、様々な追加の干渉源に遭遇し得る。たとえ
ば、干渉は、同じまたは「サービング」事業者からの無認可信号から発生し得る。１つの
事業者内の同期動作を仮定すると、この干渉はｅＮＢまたはＵＥあるいはその両方から発
生し得る。異なる事業者からの無認可信号も干渉を生じ得、異なる事業者から発生するそ
のような干渉信号は、同期されないことがある。さらに、ＷｉＦｉ信号からの干渉に遭遇
し得る。干渉するＷｉＦｉ信号は、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステ
ムに関して非同期であり得る。しかし、そのようなＷｉＦｉ信号は、無認可スペクトル成
分を用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡシステムとＷｉＦｉデバイスとの間の相互作用に応じて、
無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムに影響を及ぼさないことがある。
【００４７】
　[0053]干渉源の違いに加えて、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステム
は、新しい干渉パターンを導入する。ＬＢＴ手順は、より多くの変量を干渉パターンに導
入し得る。したがって、いくつかの干渉パターンは、各ＬＢＴフレームのＣＣＡステータ
スの同時配布（joint distribution）に依存し得る。この場合も、干渉は同じ／サービン
グ事業者または異なる事業者のいずれかから発生し得る。これは、ＬＢＴ手順と非保証型
送信とによって引き起こされるトラフィックパターンの変動に加えて起こる。
【００４８】
　[0054]無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク中に存在する干渉の
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追加の源およびパターンに対処するために、本開示の様々な態様は、同じ事業者からの干
渉であるか、異なる事業者からの干渉であるか、ＷｉＦｉ送信からの干渉であるかどうか
を、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を計算するときに干渉源の間で区別するように構成され
る。変化するチャネル状態に適応するために制御シグナリングを生成するとき、基地局は
、近隣基地局のＣＣＡ結果の知識を使用し、ならびに、現在の干渉状態を反映するだけで
なくいくつかの送信またはＬＢＴサブフレームにわたって遭遇される干渉をも含む干渉の
計算を使用し得る。そのような干渉情報は、それが現在および履歴の両方の干渉値および
確率に依存するので、本明細書ではヒステリシス（hysteretic）干渉情報と呼ぶ。基地局
は、そのようなＣＣＡ結果情報と、ヒステリシス干渉情報と、基地局によって決定される
か、バックホールを介してネイバー基地局から直接受信されるか、あるいは被サービスＵ
Ｅからの測定報告において受信されるそのようなものの任意の組合せとに基づいて、その
ような制御シグナリングを生成する。
【００４９】
　[0055]図５Ａは、本開示の一態様を実装するために基地局において実行される例示的な
ブロックを示す機能ブロック図である。ブロック５００において、基地局１０５（図４）
などの基地局は、複数の近隣基地局についてのＣＣＡ結果情報を取得する。このＣＣＡ結
果情報は、近隣基地局が同じモバイルネットワーク事業者（ＭＮＯ）によって動作される
とき、バックホールを介してそのような近隣基地局から直接取得され得る。ＣＣＡ結果情
報はまた、ＣＣＡクリアランスが近隣基地局によって取得されたときにそれらの近隣基地
局から送信され得るチャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signa
l）およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ：channel state information refer
ence signal）など、ＣＣＡ結果を示す送信信号についてリッスンしそれを検出すること
に基づいて推定または決定され得る。推定されるＣＣＡ結果情報は、基地局によって、ま
たはサービング基地局に送信される測定報告中にこの情報を含める様々な被サービスＵＥ
によって決定され得る。
【００５０】
　[0056]ブロック５０１において、基地局は、ＣＣＡ結果情報を使用してそれの被サービ
スＵＥのうちの１つまたは複数についての制御シグナリングを生成する。基地局１０５な
どの基地局が、いくつかの送信フレームにわたる近隣基地局のＣＣＡ結果の確率を含み得
るＣＣＡ結果情報を知っているとき、基地局は、近隣基地局に起因し得る何らかの干渉に
適応するかまたはそれを処理するために、ＵＥについて適切な制御信号をインテリジェン
トに選択し得る。たとえば、ＣＣＡ結果情報の知識を用いて、基地局は、被サービスＵＥ
の各々のために好適な変調コーディング方式（ＭＣＳ）を選択し得る。制御シグナリング
が生成されると、次いで、ブロック５０２において、基地局は、生成された制御シグナリ
ングを適切なＵＥに送信する。
【００５１】
　[0057]図５Ｂは、本開示の一態様を実装するためにＵＥによって実行される例示的なブ
ロックを示す機能ブロック図である。ブロック５０３において、ＵＥは、複数の近隣基地
局についてのＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出する。送信エンティティがクリアＣＣ
Ａを検出したとき、送信エンティティは、概して、ＣＵＢＳを使用して、クリアにされた
チャネル上で直ちに送信し始める。さらに、基地局が、成功したＣＣＡチェック（検査）
でチャネルをクリアしたとき、基地局と特定のＵＥとの間の通信を制御するためのＣＳＩ
フィードバックを取得するために、ＣＳＩ－ＲＳ信号が被サービスＵＥに送信される。
【００５２】
　[0058]ブロック５０４において、ＵＥは、ＣＣＡ結果情報を示す送信信号に基づいて近
隣基地局についてのＣＣＡ結果情報推定値を決定する。ＵＥ１１５などのＵＥは、近隣基
地局についてのＣＣＡ結果確率を推論または推定するために現在のフレームにわたってま
たは複数の送信フレームにわたって、たとえば、ＣＵＢＳ、ＣＳＩ－ＲＳなどの信号を検
出し得る。
【００５３】
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　[0059]ブロック５０５において、ＵＥは、それのサービング基地局に測定報告を送信し
、ここにおいて、測定報告はＣＣＡ結果情報推定値を含む。ＣＣＡ結果情報がＵＥによっ
て推定されると、ＵＥは、サービング基地局への測定報告中にその情報を含め得る。サー
ビング基地局は、次いで、無認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信から生じる
追加の干渉に関してその情報を使用して、さらなるＵＥ通信について適切な制御シグナリ
ングを生成し、割り当て得る。
【００５４】
　[0060]無認可スペクトルを使用するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークの展開は、複数の
潜在的源からの様々な干渉パターンを提供するので、すべてのネイバーが同じＭＮＯ内に
あるネットワークのロケーション、あるいは他のＭＮＯ基地局から非同期的に動作し得る
他のＭＮＯによって動作される基地局をネイバーが含み得る他のロケーション、および専
用ＷｉＦｉロケーションにおいてまたは異なるＷｉＦｉ対応デバイスがアドホック様式で
送信し始めるときにＷｉＦｉ送信が起こり得るロケーションの間で、様々なシナリオに遭
遇し得る。
【００５５】
　[0061]図６Ａは、無認可スペクトルを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークのネットワ
ークロケーション６０を示すブロック図である。ネットワークロケーション６０は、カバ
レージエリア６０１ｃ～６０３ｃをそれぞれ有するｅＮＢ６０１～６０３を含む。ｅＮＢ
６０１～６０３は、バックホール６０７を介して互いに通信する。ネットワークロケーシ
ョン６０はまた、カバレージエリア６０４ｃをもつ小さいｅＮＢ６０４を反映している。
ｅＮＢ６０１～６０３および小さいｅＮＢ６０４は、同じＭＮＯによってそれぞれ動作さ
れ、互いに同期している。ＵＥ６００、６０５および６０６など、様々なユーザ機器がネ
ットワークロケーション６０内に位置し、それぞれｅＮＢ６０１～６０３および小さいｅ
ＮＢ６０４によってサービスされる。
【００５６】
　[0062]無認可スペクトルが展開されるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、干渉源は
、同じ事業者（「サービング」事業者）内のネットワークエンティティからの信号で発生
する。同じＭＮＯを用いると、干渉信号がｅＮＢから送信されるかＵＥから送信されるか
その両方から送信されるかにかかわらず、同期した動作が仮定され得る。ネットワークロ
ケーション６０中の各送信エンティティはリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ）手順を使用
するので、より多くの変動性が潜在的干渉パターンに導入される。たとえば、干渉パター
ンは、各ＬＢＴフレームのＣＣＡステータスの同時配布（joint distribution）に依存し
得る。これは、トラフィックパターン変動に加えて起こる。たとえば、クリアＣＣＡステ
ータスが取得されたとき、１つのクリアされたｅＮＢは、別のクリアされたｅＮＢのよう
に送信すべき多くのデータを有しないことがあり、したがって、別のクリアされたｅＮＢ
よりも少数のサブフレームについて送信し得る。
【００５７】
　[0063]無認可スペクトルを使用して送信するｅＮＢは、フェムト、ピコ、または他のリ
レー／小型セルタイプ基地局など、より小さいセルｅＮＢである可能性があり得ることに
留意されたい。マクロ基地局は、通常、無認可スペクトル上の送信を使用し得ず、認可ス
ペクトルを使用して送信する可能性がより高いであろう。しかし、本開示の様々な態様は
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ送信において無認可スペクトルを利用し得るｅＮＢまたは基地局の
タイプに限定されない。
【００５８】
　[0064]ＬＴＥ時分割複信（ＴＤＤ）システム関して、異なるｅＮＢは、異なるＴＤＤア
ップリンク（ＵＬ）／ダウンリンク（ＤＬ）サブフレーム構成を使用し得る。したがって
、サブフレーム３における１つのネイバー基地局はダウンリンク動作のために構成され得
るが、サブフレーム３における別のネイバーまたはサービング基地局は、異なるＵＬ／Ｄ
Ｌサブフレーム構成を使用し、したがって、アップリンク動作のために構成される。この
送信不整合（transmission mismatch）も干渉につながり得る。
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【００５９】
　[0065]サービングｅＮＢが近隣セルからのＣＣＡ決定を知っている場合、サービングｅ
ＮＢは、近隣の干渉に対処するために被サービスＵＥについて制御シグナリングを選択し
得る。たとえば、ｅＮＢ６０１が、近隣セル、ｅＮＢ６０２～６０３および小さいｅＮＢ
６０４からのＣＣＡ決定を知っている場合、ｅＮＢ６０１は、ＵＥ６００について適切な
ＭＣＳを選択し得る。別の例示的なオプションは、ｅＮＢ６０１が、パイロット信号のた
めに直交復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）ポートを選択し、データの送信のために直交プリコ
ーダを選択することであり得る。このＣＣＡ決定情報は、バックホール６０７を介してｅ
ＮＢ６０２～６０３から直接通信され得る。その上、ｅＮＢ６０２および６０３は支配的
干渉を提供し得るので、各々は同じＬＢＴフレーム中にアクティブでないことがある。こ
のように、複数のＬＢＴフレームにわたってｅＮＢ６０２および６０３のために複数のＣ
ＳＩ仮定が使用され得る。
【００６０】
　[0066]さらに、ｅＮＢ６０１は、ｅＮＢ６０２～６０３と小さいｅＮＢ６０４とから検
出されたＣＵＢＳまたはＣＳＩ－ＲＳに基づいて様々なＬＢＴフレームにわたって雑音推
定値を合成し得る。ＣＣＡ応答情報を示すこれらの検出された送信に基づいて、ＣＣＡ応
答確率が決定され得、ｅＮＢ６０１は、ＵＥ６００について適切な制御信号を生成するた
めにこのＣＣＡ応答確率を使用し得る。
【００６１】
　[0067]複数の送信フレームまたはＬＢＴフレームにわたって生成されたとき、ＣＣＡ応
答情報は「空間」分解能を失い得ることに留意されたい。すなわち、様々な干渉源の特定
のロケーションおよび配向（orientations）は、特定の干渉ロケーションの代わりに、確
率に平均化または正規化される。
【００６２】
　[0068]本開示の追加の態様では、ｅＮＢ６０１が、ｅＮＢ６０２～６０３および小さい
ｅＮＢ６０４などのそれの近隣セルから直接ＣＣＡ決定を受信しない場合、ｅＮＢ６０１
は、ＵＥ６００のようなＵＥをスケジュールするために平均化されたＣＳＩに依拠し得る
。たとえば、ＣＳＩ計算は、雑音推定値の支配的干渉についてＣＣＡ結果確率を考慮に入
れ得る。そのようなＣＣＡ確率は、送信される場合、複数のＬＢＴフレーム中のＣＵＢＳ
、ＣＳＩ－ＲＳ、または他の信号の検出を通してＵＥ６００によって決定され得る。ＵＥ
５００などのＵＥによって生成されたとき、ＵＥ５００は、推定されたＣＣＡ応答確率情
報を測定報告においてｅＮＢ６０１に送信し得る。ｅＮＢ６０１は、次いで、受信された
測定報告から、推定されたＣＣＡ応答確率情報を使用し得る。
【００６３】
　[0069]図６Ｂは、無認可スペクトルを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークのネットワ
ークロケーション６１を示すブロック図である。図６Ｂに示された例示的な態様では、同
じ要素が識別される。しかしながら、ｅＮＢ６０２は、ｅＮＢ６０１とは異なるＭＮＯに
属する。同様に、ｅＮＢ６０３は、ｅＮＢ６０１～６０２のいずれとも異なるＭＮＯに属
する。ｅＮＢ６０１～６０３によって動作されるネットワークの各々は互いに非同期ある
。ネットワークロケーション６１など、そのようなネットワークロケーションでは、干渉
は、ｅＮＢ６０１のＭＮＯに属するネットワークエンティティ、ならびにｅＮＢ６０２お
よび６０３のＭＮＯに属するネットワークエンティティなど、多くの異なる源から発生し
得る。ｅＮＢ６０２および６０３からなど、異なるＭＮＯから発生する干渉は、ｅＮＢ６
０２および小さいｅＮＢ６０４を通して動作されるＭＮＯに接続されたＵＥ６０５からの
送信、ならびにｅＮＢ６０２および小さいｅＮＢ６０４からの送信、およびｅＮＢ６０３
を通して動作されるＭＮＯに接続されたＵＥ６０６からの送信、ならびにｅＮＢ６０３か
らの送信を含む。他のＭＮＯ中のネットワークエンティティからの干渉は、ｅＮＢ６０１
を通して動作されるＭＮＯと同期されない。したがって、干渉送信を通して様々な信号を
検出するために追加の処理が実施され得る。
【００６４】
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　[0070]互いに非同期であり得る複数の異なる干渉源に加えて、複数の干渉パターンに遭
遇し得る。無認可スペクトルを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、ＬＢＴ手順は、よ
り多くの変数（variable）を干渉パターンに導入する。干渉パターンは、同じＭＮＯ中の
エンティティからまたは異なる非同期ＭＮＯにわたるエンティティからのものであり得る
、各ＬＢＴフレームの送信エンティティの各々にわたるＣＣＡステータスおよび結果の同
時配布に依存し得る。図６Ａに関して上述したように、ＣＣＡ結果情報の配布に基づく干
渉パターンのこの変動は、異なる送信負荷、異なるＴＤＤ　ＵＬ／ＤＬ構成などのために
起こり得るトラフィックパターン変動に加えて起こり得る。
【００６５】
　[0071]同じＭＮＯ内の同期した源からの干渉を処理するために、図６Ａに関して説明し
たものと同様の手順が使用され得る。たとえば、バックホールを介してｅＮＢ６０１にお
いて他のｅＮＢから直接ＣＣＡ決定を受信すること、あるいはＣＣＡ結果情報を示す観測
されたまたは検出された信号に基づいてＣＣＡ結果情報を決定することによって。しかし
ながら、ネットワークロケーション６１は、それぞれｅＮＢ６０１～６０３を通して動作
される３つの別個のＭＮＯを示しており、異なるＭＮＯの異なるｅＮＢの間にバックホー
ルは存在しない。したがって、異なる事業者の異なるｅＮＢから来ている干渉について、
平均的なまたは処理された干渉が捕捉され得る。上述したように、このヒステリシス干渉
情報は、現在の干渉測定または検出だけに基づくのではなく、複数のＬＢＴフレームにわ
たって検出された干渉状態にも基づく。このヒステリシス干渉情報は、ｅＮＢ６０２～６
０３および小さいｅＮＢ６０４など、様々な近隣基地局にわたるＣＣＡ確率を提供する。
【００６６】
　[0072]ＣＣＡ失敗が起きたとき、干渉が測定され得る。ｅＮＢ６０１などのｅＮＢはＣ
ＣＡ失敗を検出するので、ｅＮＢは送信しない。したがって、ｅＮＢは近隣基地局からの
干渉をリッスンし、測定し得る。追加の態様では、干渉測定にある程度のインテリジェン
スを与えるために、干渉に重みが加算され得る。重みは、近隣基地局の失敗したおよび成
功したＣＣＡを通して起こり得る干渉信号の変動性に適応し得る。重みは、ＵＥが複数の
送信サブフレームにわたってどのように干渉を受けるかを識別する、ＵＥ６００などの被
サービスＵＥからの情報を含み得る。したがって、ＵＥからの干渉確率情報が、ＵＥが別
のＭＮＯにおける近隣ｅＮＢからの干渉のより高い割合を被ること、たとえば、ＵＥ６０
０がｅＮＢ６０２から干渉を受けていることを示す場合、この情報は、ｅＮＢ６０１によ
って検出されたｅＮＢ６０２からの干渉信号を修正するために使用され得る。ｅＮＢ６０
２は、それがＵＥ６００から離れているよりも、ｅＮＢ６０１からさらに遠くに離れてい
るので、測定または検出される干渉は、ＵＥ６００が受ける干渉よりも低くなり得る。し
たがって、ｅＮＢ６０１は、ＵＥ６００がｅＮＢ６０２から受ける可能性がより高くなる
実際の干渉をより良く反映するために、場合によっては測定報告または他のアップリンク
制御シグナリングにおいて、ＵＥ６００から受信されたその干渉確率情報を使用して、検
出された干渉を重み付けし得る。
【００６７】
　[0073]ｅＮＢ６０１などのサービングｅＮＢによって決定されるか、あるいはＵＥ６０
０などの被サービスＵＥから受信されるヒステリシス干渉情報を使用して、複数の送信フ
レームにわたって受ける干渉の確率を測定し、処理するとき、サービング基地局は、たと
えば、近隣ＭＮＯのタイミングを決定し、それ自体とｅＮＢ６０３を通して動作される非
同期ＭＮＯとの間の相互作用を理解し始め得る。
【００６８】
　[0074]図６Ｃは、無認可スペクトルを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークのネットワ
ークロケーション６１を示すブロック図である。図６Ｃに示された例示的な態様では、同
じ要素が識別される。しかしながら、図６Ｃに示された例では、図６Ｂに示されているよ
うに、ｅＮＢ６０１～６０３が異なるＭＮＯに属するだけでなく、ＷｉＦｉ送信がネット
ワークロケーション６２中に存在し、ＵＥ６００に干渉送信を与える。ＷｉＦｉルータ６
０８は、固定ロケーションにおいてインターネットアクセスを提供し、ＵＥ６０６ｉは、
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別のワイヤレスＷｉＦｉルータ（図示せず）を通してインターネットにアクセスするため
にＷｉＦｉ送信機をオンにする。したがって、干渉は、同じ事業者から、異なる非同期事
業者から、または、同じくＷｉＦｉ送信からのネットワークエンティティから発生し得る
。
【００６９】
　[0075]無認可スペクトルを有するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークに関連するネットワ
ークエンティティとＷｉＦｉデバイスとの間の相互作用に応じて、無認可スペクトルを用
いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークへの干渉の影響がないことがあることに留意された
い。
【００７０】
　[0076]異なるＭＮＯからのｅＮＢとともに図６Ｂに示されたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネット
ワークへのＷｉＦｉシグナリングの追加は、干渉パターンの変動を変化させないことがあ
る。たとえば、干渉パターンは、この場合も、各ＬＢＴフレームのＣＣＡステータスおよ
び結果の同時配布に依存し得、異なる送信機間のトラフィックパターン変動による干渉の
変化に加えて、同じまたは異なるＭＮＯから発生し得る。しかしながら、ＷｉＦｉ信号は
ブロードバンドであるので、ＷｉＦｉサブキャリアを搬送するすべてのデータはロードさ
れ得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、シグナリングは、チャネル状態とネット
ワークローディングとに応じて周波数選択性であり得る。したがって、ＷｉＦｉ信号から
の干渉パターンは、実際は、ＬＴＥとは異なる干渉パターンを引き起こし得る。したがっ
て、干渉パターンに対する変動は、ＷｉＦｉ送信に基づいて変化しないという保証はない
。
【００７１】
　[0077]同じＭＮＯ内の同期した源からの干渉を処理するために、図６Ａに関して説明し
たものと同様の手順が使用され得る。たとえば、バックホールを介してｅＮＢ６０１にお
いて他のｅＮＢから直接ＣＣＡ決定を受信すること、あるいはＣＣＡ結果情報を示す観測
または検出された信号に基づいてＣＣＡ結果情報を決定することによって。ＷｉＦｉ送信
から受ける干渉は、図６Ｂにおいて図示および説明したように、異なる事業者の異なるｅ
ＮＢから発生している干渉と同様に処理され得る。たとえば、ＷｉＦｉ送信について、平
均化または処理された干渉が捕捉され得る。上述したように、このヒステリシス干渉情報
は、現在の干渉測定または検出だけに基づくのではなく、複数のＬＢＴフレームにわたっ
て検出された干渉状態にも基づく。このヒステリシス干渉情報は、より予測可能なまたは
一貫した干渉を提供し得るＷｉＦｉルータ６０８から、およびＵＥ６０６ｉ内のＷｉＦｉ
送信機がアクティブにされたときのみ潜在的に干渉ＷｉＦｉ信号を送信することになるＵ
Ｅ６０６ｉなどの「隠れた」ＷｉＦｉソースからなど、固定ＷｉＦｉ送信機から受け得る
干渉についてのより詳細な概要(summary)を提供する。一態様では、ＷｉＦｉ干渉は、無
認可スペクトルを用いたＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを使用して動作しているネットワークエンテ
ィティからの他の無認可スペクトル送信から分離され得る。
【００７２】
　[0078]本開示の様々な態様は、同じ事業者のネットワークエンティティから発生する干
渉、異なる事業者から発生する干渉、およびＷｉＦｉソースから発生する干渉など、ＣＳ
Ｉを計算するときに干渉源を区別し得る。次いで、複数の異なるＬＢＴフレームにわたっ
て測定されたＣＵＢＳまたはＣＳＩ－ＲＳシグナリングの検出を通してヒステリシス干渉
情報が合成または決定され得る。これらの雑音推定値は、ＣＳＩ計算のために使用される
前に、ＵＥがどのように特定の干渉に遭遇しているのかに関する情報を使用して重み付け
され得る。重みはまた、ＵＥにおいて測定されるＣＣＡ成功確率であり得る。
【００７３】
　[0079]当業者であれば、情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを
使用して表され得ることを理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され
得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、
電流、電磁波、磁場または粒子、光場または光粒子、あるいはそれらの任意の組合せによ
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って表現され得る。
【００７４】
　[0080]図５Ａおよび図５Ｂの機能ブロックおよびモジュールは、プロセッサ、電子デバ
イス、ハードウェアデバイス、電子構成要素、論理回路、メモリ、ソフトウェアコード、
ファームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備え得る。
【００７５】
　[0081]本明細書で本開示に関連して説明した様々な例示的論理ブロック、モジュール、
回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、
または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者ならさらに諒解されよう。ハード
ウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブロ
ック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関し
て説明した。そのような機能性がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェア
として実装されるかは、システム全体に課される特定のアプリケーションおよび設計制約
に依存する。当業者は、説明した機能性を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが
、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈すべきではない
。当業者はまた、本明細書で説明した構成要素、方法、または相互作用の順序あるいは組
合せは例にすぎないこと、および本開示の様々な態様の構成要素、方法、または相互作用
は、本明細書で例示し、説明したもの以外の方法で組み合わせられるかまたは実施され得
ることを容易に認識されよう。
【００７６】
　[0082]本明細書で開示する実施形態に関連して説明した様々な例示的論理ブロック、モ
ジュール、および回路は、本明細書で説明した機能を実施するように設計された汎用プロ
セッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィ
ールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス
、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア構成
要素、あるいはそれらの任意の組合せを用いて実装または実施され得る。汎用プロセッサ
はマイクロプロセッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッ
サ、コントローラ、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはま
た、計算デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数の
マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、ある
いは任意の他のそのような構成として実装され得る。
【００７７】
　[0083]本明細書の開示に関して説明した方法またはアルゴリズムのステップは、直接ハ
ードウェアで具現化されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで
具現化されるか、またはその２つの組合せで具現化され得る。ソフトウェアモジュールは
、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、
または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体中に存在し得る。例示的な記
憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことが
できるようにプロセッサに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサと一体化され
得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に
存在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末中の個別構成要素と
して存在し得る。
【００７８】
　[0084]１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウ
ェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実
装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体
上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にするすべて
の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を含む。コンピュータ可読記憶
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媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体で
あり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ
、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレ
ージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望の
プログラムコード手段を搬送または格納するために使用され得、汎用もしくは専用コンピ
ュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体
を備え得る。また、接続はコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ得る。たとえば、ソフト
ウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはデジタル加入者
線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、またはその他のリモートソースから送
信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはＤＳＬは、
媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光デ
ィスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）
ディスク（disk）、およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディス
ク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザー
で光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきであ
る。
【００７９】
　[0085]特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中
で使用されるとき、「および／または」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１
つが単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが
採用され得ることを意味する。たとえば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを
含んでいると記述されている場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合
せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがあ
る。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも
１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの少なくとも１つ」の列挙は、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢ
ＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示す。
【００８０】
　[0086]本開示についての以上の説明は、いかなる当業者でも本開示を作製または使用す
ることができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明ら
かになり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することな
く他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および設
計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も
広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　基地局によって、複数の近隣基地局についてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
結果情報を取得することと、
　前記基地局によって、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器
（ＵＥ）についての制御シグナリングを生成することと、ここにおいて、前記制御シグナ
リングは前記ＣＣＡ結果情報に少なくとも部分的に基づく、
　前記１つまたは複数のＵＥに前記制御シグナリングを送信することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記取得することは、
　前記基地局によって、前記複数の近隣基地局のうちの少なくとも１つへのバックホール
通信リンクを介して前記ＣＣＡ結果情報を受信することと、
　前記基地局によって、前記１つまたは複数のＵＥから前記ＣＣＡ結果情報を受信するこ
とと、ここにおいて、前記ＣＣＡ結果情報は、複数の送信フレームにわたる前記１つまた
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は複数のＵＥの測定報告中の前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号の測定推定値から決定さ
れる、
　前記基地局によって、前記複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうち
の１つまたは複数から前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出することと、
　のうちの１つまたは複数を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記基地局によって、複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうちの１
つまたは複数の近隣基地局から検出された干渉に基づいてヒステリシス干渉情報を取得す
ることと、
　前記基地局によって、非同期動作を有する少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記
ヒステリシス干渉情報を、前記複数の基地局のうちの他の近隣基地局から識別することと
、ここにおいて、前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣基地局に
関連する前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　をさらに含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記ヒステリシス干渉情報を前記取得することは、
　前記基地局によって、前記基地局についての失敗したＣＣＡを検出することと、
　前記基地局によって、前記基地局において経験される前記干渉を測定することと、
　前記測定された干渉に少なくとも部分的に基づいて前記ヒステリシス干渉情報を生成す
ることと、
　を含む、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記１つまたは複数のＵＥからＵＥ干渉情報を受信することをさらに含み、
　前記ヒステリシス干渉情報を前記生成することは、前記ＣＣＡ結果情報と前記ＵＥ干渉
情報とのうちの１つまたは複数を使用して前記測定された干渉を重み付けすることを含む
、
　Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ヒステリシス干渉情報を前記取得することは、測定報告の一部として前記１つまた
は複数のＵＥから前記ヒステリシス干渉情報を受信することを含む、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記基地局によって、前記ヒステリシス干渉情報に基づいて前記基地局と前記少なくと
も１つの近隣基地局との間の１つまたは複数のタイミングオフセットを決定することをさ
らに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記１つまたは複数のタイミングオフセットに基づ
いて生成される、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記基地局によって、ＷｉＦｉ（登録商標）送信を有する少なくとも１つの近隣ＷｉＦ
ｉ基地局に関連する前記ヒステリシス干渉情報を識別することをさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関連す
る前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ９］
　ユーザ機器（ＵＥ）によって、複数の近隣基地局についてのクリアチャネルアセスメン
ト（ＣＣＡ）結果情報を示す送信信号を検出することと、
　前記ＵＥによって、ＣＣＡ結果情報を示す前記送信信号に基づいて前記複数の近隣基地
局についてのＣＣＡ結果情報推定値を決定することと、
　前記ＵＥによって、サービング基地局に測定報告を送信することと、ここにおいて、前
記測定報告は前記ＣＣＡ結果情報推定値を含む、
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　を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ１０］
　ＣＣＡ結果情報を示す前記送信信号は複数の送信フレームにわたって検出され、
　前記ＣＣＡ結果情報推定値は前記複数の送信フレームにわたって決定される、
　Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ＣＣＡ結果情報を示す前記送信信号は、チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）とチャ
ネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ９に記載の
方法。
［Ｃ１２］
　前記ＵＥによって、複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局から干渉状態
を検出することと、
　前記干渉状態を、前記複数の近隣基地局からの前記ＵＥにおける干渉に関連するヒステ
リシス干渉情報に処理することと、ここにおいて、前記ヒステリシス干渉情報は前記測定
報告中に含まれる、
　をさらに含む、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］
　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、
　基地局によって、複数の近隣基地局についてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）
結果情報を取得するための手段と、
　前記基地局によって、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器
（ＵＥ）についての制御シグナリングを生成するための手段と、ここにおいて、前記制御
シグナリングは前記ＣＣＡ結果情報に少なくとも部分的に基づく、
　前記１つまたは複数のＵＥに前記制御シグナリングを送信するための手段と、
　を備える、装置。
［Ｃ１４］
　取得するための前記手段は、
　前記基地局によって、前記複数の近隣基地局のうちの少なくとも１つへのバックホール
通信リンクを介して前記ＣＣＡ結果情報を受信するための手段と、
　前記基地局によって、前記１つまたは複数のＵＥから前記ＣＣＡ結果情報を受信するた
めの手段と、ここにおいて、前記ＣＣＡ結果情報は、複数の送信フレームにわたる前記１
つまたは複数のＵＥの測定報告中の前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号の測定推定値から
決定される、
　前記基地局によって、前記複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうち
の１つまたは複数から前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出するための手段と、
　のうちの１つまたは複数を含む、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記基地局によって、複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうちの１
つまたは複数の近隣基地局から検出された干渉に基づいてヒステリシス干渉情報を取得す
るための手段と、
　前記基地局によって、非同期動作を有する少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記
ヒステリシス干渉情報を、前記複数の基地局のうちの他の近隣基地局から識別するための
手段と、ここにおいて、前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣基
地局に関連する前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　をさらに含む、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記ヒステリシス干渉情報を取得するための前記手段は、
　前記基地局によって、前記基地局についての失敗したＣＣＡを検出するための手段と、
　前記基地局によって、前記基地局において経験される前記干渉を測定するための手段と
、
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　前記測定された干渉に少なくとも部分的に基づいて前記ヒステリシス干渉情報を生成す
るための手段と、
　を含む、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記１つまたは複数のＵＥからＵＥ干渉情報を受信するための手段をさらに含み、
　前記ヒステリシス干渉情報を生成するための前記手段は、前記ＣＣＡ結果情報と前記Ｕ
Ｅ干渉情報とのうちの１つまたは複数を使用して前記測定された干渉を重み付けするため
の手段を含む、
　Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記ヒステリシス干渉情報を取得するための前記手段は、測定報告の一部として前記１
つまたは複数のＵＥから前記ヒステリシス干渉情報を受信するための手段を含む、Ｃ１５
に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記基地局によって、前記ヒステリシス干渉情報に基づいて前記基地局と前記少なくと
も１つの近隣基地局との間の１つまたは複数のタイミングオフセットを決定するための手
段をさらに含み、
　前記制御シグナリングは前記１つまたは複数のタイミングオフセットに基づいてさらに
生成される、
　Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記基地局によって、ＷｉＦｉ送信を有する少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関
連する前記ヒステリシス干渉情報を識別するための手段をさらに含み、
　前記制御シグナリングは、前記少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関連する前記ヒ
ステリシス干渉情報に基づいてさらに生成される、
　Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレスネットワークにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品
であって、
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体を備え、前記プログラムコ
ードは、
　　基地局によって、複数の近隣基地局についてのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ
）結果情報を取得することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　　前記基地局によって、前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機
器（ＵＥ）についての制御シグナリングを生成することを前記コンピュータに行わせるた
めのプログラムコードと、ここにおいて、前記制御シグナリングは前記ＣＣＡ結果情報に
少なくとも部分的に基づく、
　　前記１つまたは複数のＵＥに前記制御シグナリングを送信することを前記コンピュー
タに行わせるためのプログラムコードと、
　を含む、コンピュータプログラム製品。
［Ｃ２２］
　取得することを前記コンピュータに行わせるための前記プログラムコードは、
　前記基地局によって、前記複数の近隣基地局のうちの少なくとも１つへのバックホール
通信リンクを介して前記ＣＣＡ結果情報を受信することを前記コンピュータに行わせるた
めのプログラムコードと、
　前記基地局によって、前記１つまたは複数のＵＥから前記ＣＣＡ結果情報を受信するこ
とを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記ＣＣＡ
結果情報は、複数の送信フレームにわたる前記１つまたは複数のＵＥの測定報告中の前記
ＣＣＡ結果情報を示す送信信号の測定推定値から決定される、
　前記基地局によって、前記複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうち
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の１つまたは複数から前記ＣＣＡ結果情報を示す送信信号を検出することを前記コンピュ
ータに行わせるためのプログラムコードと、
　のうちの１つまたは複数を含む、Ｃ２１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２３］
　前記基地局によって、複数の送信フレームにわたって前記複数の近隣基地局のうちの１
つまたは複数の近隣基地局から検出された干渉に基づいてヒステリシス干渉情報を取得す
ることを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記基地局によって、非同期動作を有する少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記
ヒステリシス干渉情報を、前記複数の基地局のうちの他の近隣基地局から識別することを
前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、ここにおいて、前記制御シグナ
リングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣基地局に関連する前記ヒステリシス干渉情
報に基づいて生成される、
　をさらに含む、Ｃ２１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２４］
　前記ヒステリシス干渉情報を取得することを前記コンピュータに行わせるための前記プ
ログラムコードは、
　前記基地局によって、前記基地局についての失敗したＣＣＡを検出することを前記コン
ピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記基地局によって、前記基地局において経験される前記干渉を測定することを前記コ
ンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記測定された干渉に少なくとも部分的に基づいて前記ヒステリシス干渉情報を生成す
ることを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　を含む、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数のＵＥからＵＥ干渉情報を受信することを前記コンピュータに行わ
せるためのプログラムコードをさらに含み、
　前記ヒステリシス干渉情報を生成することを前記コンピュータに行わせるための前記プ
ログラムコードは、前記ＣＣＡ結果情報と前記ＵＥ干渉情報とのうちの１つまたは複数を
使用して前記測定された干渉を重み付けすることを前記コンピュータに行わせるためのプ
ログラムコードを含む、
　Ｃ２４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２６］
　前記ヒステリシス干渉情報を取得することを前記コンピュータに行わせるための前記プ
ログラムコードは、測定報告の一部として前記１つまたは複数のＵＥから前記ヒステリシ
ス干渉情報を受信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードを含む
、Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２７］
　前記基地局によって、前記ヒステリシス干渉情報に基づいて前記基地局と前記少なくと
も１つの近隣基地局との間の１つまたは複数のタイミングオフセットを決定することを前
記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記１つまたは複数のタイミングオフセットに基づ
いて生成される、
　Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ２８］
　前記基地局によって、ＷｉＦｉ送信を有する少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関
連する前記ヒステリシス干渉情報を識別することを前記コンピュータに行わせるためのプ
ログラムコードをさらに含み、
　前記制御シグナリングは、さらに、前記少なくとも１つの近隣ＷｉＦｉ基地局に関連す
る前記ヒステリシス干渉情報に基づいて生成される、
　Ｃ２３に記載のコンピュータプログラム製品。



(28) JP 6636428 B2 2020.1.29

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】 【図３】



(29) JP 6636428 B2 2020.1.29

【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図６Ａ】



(30) JP 6636428 B2 2020.1.29

【図６Ｂ】 【図６Ｃ】



(31) JP 6636428 B2 2020.1.29

10

20

30

40

フロントページの続き

前置審査

(72)発明者  イェッラマッリ、スリニバス
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  チェン、ワンシ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ルオ、タオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ガール、ピーター
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  マラディ、ダーガ・プラサド
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ウェイ、ヨンビン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  シュ、ハオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ジ、ティンファン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ブシャン、ナガ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ダムンジャノビック、アレクサンダー
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５

    審査官  伊東　和重

(56)参考文献  国際公開第２００７／１０８０７７（ＷＯ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４－７／２６　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００－９９／００
              ３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１，４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

